
メーカー製のパソコンには家庭用と法人用が用意されています。家庭

用はＴＶＣＭや家電量販店でみなさんも目にしていると思います。法人

用は、メーカーのホームページから注文します。注文時はベースモデル

を元にＯＳやメモリ、ＨＤＤの容量、ＤＶＤドライブやＯｆｆｉｃｅソフトの有無

などを選択します。いわゆるカスタマイズです。

法人用パソコンには家庭用パソコン

のようにたくさんのプリインストール

ソフトは付きませんが、家庭用パソ

コンと同等のハードスペックにすると、

それなりの価格になります。

その理由は使用する部品にあります。

最新の部品より、実績のある信頼性のある部品を使用して組み立てま

す。だから、メーカー保証も家庭用が１年間なのに対して、法人用は３

年間に延長しているモデルもあります。あまり知られていませんが、

法人用パソコンでは今でもＷｉｎｄｏｗｓＸＰのパソコンが購入できますよ。

開発室から

失敗しないＰＣのカスタマイズ購入
　　　　　　　　　　　　会社で使用するパソコンは、メーカー製の法人用パソコンがほとんどだと思います。法人用のパソコンはメーカーのホームページでカ

スタマイズが可能です。でもパソコンのスペックの見方などが解からないとどれを選択すれば良いのかちんぷんかんぷん。届いたパソコンを使用したら、

出来ると思っていた事が出来なかったり・・・。そんな事がないように、カスタマイズの選択方法をご紹介します。
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　我が家で使用していたＮＡＳの冷却ファンが動かなくなり、保護機

能が働いて、電源が切れてしまいました。電源を入れなおしてファン

を手で回してやると、クルリクルリと弱々しく回り、電源も入ったまま

だったので、中のファイルをすべて別のハードディスクに移動しまし

た。問題はＮＡＳに接続して使用していたＵＳＢ接続のハードディス

クです。専用フォーマットだったのでＮＡＳに接続しないとファイルが

見れません。ＮＡＳの修理完了まで使えない状態です。

地デジとパソコン

大容量ＨＤＤは失うデータも大容量

仕事で地上デジタル放送のデータをパソコンで扱うことは無いと思いま

すが、自宅ではあるかも知れませんね。ＤＶＤレコーダーで録画したＤＶ

Ｄをパソコンで視聴するための基礎知識をご紹介します。

メモリの容量はＯＳで決める

ビジネスで使用するパソコンに大容量のハードディスクは必要ありませ

ん。大切なファイルはサーバに保存したり、ＣＤ－ＲやＤＶＤ－Ｒに焼い

て保存すればよく、個々のパソコンに保存するべきではないからです。

もし、大容量のハードディスクが壊れたら、失うデータも大容量になりま

す。リスク回避の観点からも、ビジネス用のパソコンでは大容量のハー

ドディスクは使うべきではありません。そう考えれば仕事で使用するパ

ソコンのＨＤＤは４０ＧＢや８０ＧＢもあれば十分です。カスタマイズの選

択肢に１６０ＧＢや３２０ＧＢの

ＨＤＤがあっても無視して構いま

せん。どうしてもＨＤＤの容量

が足らなくなったら、外付けＨＤＤ

を付ければ良いのです。

メモリの容量は５１２ＭＢ～２ＧＢぐらいの間から選択できます。多いの

に越した事はありませんが、ＷｉｎｄｏｗｓＸＰでＷｏｒｄやＥｘｃｅｌ、メールと

インターネットぐらいしかパソコンを使わないのなら５１２ＭＢでも大丈夫

です。ところがＶｉｓｔａの場合はそうはいきません。Ｖｉｓｔａ Ｂｕｓｉｎｅｓｓで

も最低１ＧＢは必要、Ｖｉｓｔａ Ｈｏｍｅ Ｐｒｅｍｉｕｍだと起動しているだけで

１ＧＢのメモリを消費する事もありますので２ＧＢは必要です。

カスタマイズでは同じ１ＧＢでも「１ＧＢ×１」と「５１２ＭＢ×２」を選択でき

ます。購入後にメモリを増設する予定が無い場合は「５１２ＭＢ×２」を

選択しましょう。今のメモリは同じ容量なら１枚より２枚の方が処理速度

が速いのです。

地上デジタル放送などのデジタル放送の録画には「ＣＰＲＭ」と呼ばれ

るコピー制御方式が使われます。コピーワンス（１回だけコピーが可

能）やダビング１０（９回のコピーと１回の移動）を可能にする仕組みで

す。地上デジタル放送を録画する時は

この「ＣＰＲＭ」に対応したＤＶＤ－Ｒや

ＤＶＤ－ＲＡＭなどを使わなければなり

ません。対応するＤＶＤ－Ｒなどのパッケージには上のマークが付い

ていますので、みなさんも見た事があると思います。ＤＶＤの記録形

式にはＶｉｄｅｏ形式とＶＲ形式の２つがありますが、「ＣＰＲＭ」に対応し

ているのはＶＲ形式のみですので録画はＶＲ形式となります。

地上デジタル放送を録画したＤＶＤをパソコンで視聴する場合は、ま

ず、ＶＲ形式の再生が可能なドライブなのかを確認して下さい。可能で

あれば、次に再生ソフトが「ＣＰＲＭ」対応かを確認します。パソコン購

入時にプリインストールされているＤＶＤ再生ソフトの場合「ＣＰＲＭ」に

対応していない場合が多いので、正式版（有料製品版）へのアップグ

レードが必要な場合もあります。

ちなみに「ＣＰＲＭ」で記録されたＤＶＤは「ＷｉｎｄｏｗｓＭｅｄｉａＰｌａｙｅｒ」

では再生は出来ません。

地上デジタル放送をＤＶＤに録画すると、フルハイビジョンのＨＤ画質

（1920×1080）の映像でもＤＶＤ規格のＳＤ画質（720×480）になっ

てしまいます。ＤＶＤに録画したハイビジョン映像は、ハイビジョンテレ

ビで再生するとチョッとぼやけた感じになります。地上デジタル放送を

ハイビジョン画質のまま録画するにはブルーレイが必要です。

まだドライブを搭載したパソコンは少ないですが、ブルーレイディスクは

更に敷居が高くなります。ブルーレイディスクの高画質を活かすには

パソコンとディスプレイをデジタル接続（ＤＶＩやＨＤＭＩケーブル）します

が、 「ＨＤＣＰ」に対応したディスプレイでないと表示されません。

アナログ接続（Ｄ－Ｓｕｂ１５ピン）では表示できる

ようですが、ブルーレイディスク本来の高画質な

表示はできません。

ビジネス用ＰＣと家庭用ＰＣはここが違う！

バックアップならマルチドライブでＯＫ

家庭用
ＶＡＬＵＥＳＴＡＲ

法人用
Ｍａｔｅ

法人用パソコンのカスタマイズではＣＤドライブ、ＤＶＤドライブの選択が

出来ます。カスタマイズのベースモデルは、価格の安いＣＤ－ＲＯＭやＤ

ＶＤ－ＲＯＭになっていることが多いので、必要なＤＶＤドライブに選択し

直しましょう。ＤＶＤドライブには次の呼び方があります。

コンボドライブ

マルチドライブ

スーパーマルチドライブ

ＣＤ－ＲＯＭ　ＣＤーＲ／ＲＷ　ＤＶＤ－ＲＯＭ

ＣＤ－ＲＯＭ　ＣＤーＲ／ＲＷ　ＤＶＤ－ＲＯＭ
ＤＶＤ－Ｒ／ＲＷ　ＤＶＤーＲＡＭ

ＣＤ－ＲＯＭ　ＣＤーＲ／ＲＷ　ＤＶＤ－ＲＯＭ
ＤＶＤ－Ｒ／ＲＷ　ＤＶＤーＲＡＭ
ＤＶＤ＋Ｒ／ＲＷ

元々パソコン向けの規格であるＤＶＤ-ＲＡＭは、ファイルのバックアップ

に最適です。ハードディスクのように扱えますので、ファイルやフォルダ

をドラッグアンドドロップでコピー・削除ができます。ＤＶＤ-Ｒのように書

込みのためのソフトもいりません。

同じ容量のメモリ２枚を選択しましょう。

事務処理ならセレロンにお任せ！

パソコンの頭脳であるＣＰＵは、購入後の交換は簡単にはできませんの

で、慎重に選びたいところです。ＣＰＵは高速であればあるほど良いので

すが、Ｏｆｆｉｃｅを使った事務処理だけなら「セレロン」でも十分です。将来

画像や映像の処理を行う予定がないのなら最新の「Ｃｏｒｅ２Ｄｕｏ」を選

択する必要はありません。

「セレロン」や「Ｐｅｎｔｉｕｍ４」を

選択しても大丈夫です。

ディスプレイは「なし」

カスタマイズでのディスプレイは、割高に設定されています。１７型の液

晶ディスプレイでは、市場価格より１万円ほど高くなります。カスタマイ

ズでは「なし」を選択して、別に購入する事をお勧めします。


